説教要旨「神の家」
聖書：ヘブライ３章１－６
3:1 だから、天の召しにあずかっている聖なる兄弟たち、わたしたちが公に言い表している使者であり、大祭司であるイエスのことを考えなさい。

3:2 モーセが神の家全体の中で忠実であったように、イエスは、御自身を立てた方に忠実であられました。

3:3 家を建てる人が家そのものよりも尊ばれるように、イエスはモーセより大きな栄光を受けるにふさわしい者とされました。

3:4 どんな家でもだれかが造るわけです。万物を造られたのは神なのです。

3:5 さて、モーセは将来語られるはずのことを証しするために、仕える者として神の家全体の中で忠実でしたが、3:6 キリストは御子として神の家を忠実に治められるのです。もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続けるならば、わたしたちこそ神の家なのです。

　キリストが私たちとは罪を除いて全く同じ人間となったのは、忠実な大祭司となるためでした。ヘブライ人への手紙の作者は、聖なる兄弟たち（既に、２章１１でこのことに触れています）にむかって、この大祭司キリストのことを考えなさいと言います。さらに、聖なる=聖とされた兄弟たちは天の召しにあずかる者だと語られますが、大きな特権、祝福をいただけるものであるからです。だからこそ、大祭司キリストについて深く豊かに学ばなければならず、その結果、読者たち、すなわち、私たちは想像もつかない恩寵のもとにあることを実感できます。
　そして、急に２節で、モーセが登場します。何故いきなりここでモーセのことが語られるのか。大祭司キリストに関しては４章１４以下で詳しく語られます。その前に、何故モーセなのか。ひとつは、２章１５で、すべての人は死の恐怖のゆえに奴隷状態になっているが、キリストは自らの死の苦しみによってそこから解放すると言われていました。
奴隷状態といえば、モーセもエジプトで奴隷状態となっていたイスラエルを解放するために立てられたことと繋がります。さらに、旧約聖書にはそのような表現はありませんが、彼は大祭司の役割を十分に果たしています。大祭司は、民を代表していけにえをささげ、神の前で罪のあがないをするのですが、モーセもしばしば民を代表して神に許しを求めています（民数記１３章１１以下参照）。ちなみにモーセはイスラエルに王制が確立する以前ですが、王の役割を十分に果たしています。また、彼が預言者以上のものであったとされます（申命記３４章１０）。
モーセは祭司、王、預言者の役割を一身に負った人物ということができます。そして、祭司、王、預言者は、油を注がれてその職に就けられます。モーセは油注ぎの儀式を経ることなく、むしろ聖霊によって直接油注ぎを受けてその職務につけられた者=油注がれた者、メシヤ=キリストということができます。実際、イスラエルの歴史の中でモーセ以上の偉大な人物は現われません。モーセこそイスラエル史最大の英雄、偉人、指導者、大祭司であったということができます。このことはいかなるユダヤ人も否定することができません。
　だからこそ、ヘブライ人への手紙の作者はモーセとイエス･キリストを比較しようとしているのです。大祭司キリストのことをよく考えるとは、大祭司の務めを果たしていたモーセのことを考えることでもあり、読者がユダヤ人であれば、また、旧約聖書に精通しているなら、大祭司イエス･キリストのことがよく分かったはずです。
イエス･キリストは救い主です。そのキリストからもたらされる救いとはどんなものか。いきなりそう質問されると、案外、私たちは救いについてあいまいであることに気がつきます。その場合、キリストは油注がれた者=メシヤ･キリストという点から見る必要があります。キリストは王、預言者、大祭司としてその務めを果たされます。それは救い主として働かれるという意味でもあります。
救いにあずかるとはその務めにあずかることです。今回、私たちは、大祭司の務めを理解することが求められます。むろん、王であること、預言者であることも同様に注目しなければなりません。
ヘブライ人への手紙の作者は、先ず３節でモーセとキリストが大祭司として、どの点で同じか、どの点で異なっているか、を語ります。

同じ点は、どちらも忠実であるということです。この忠実という言葉は別のところでは［信仰］と訳される語彙です。つまり、信仰の本質は忠実にあります。信仰とは何か。あるいは、信じるとはどういうことか。私たちはときどき問われたり、自問自答したりします。この問いにどぎまぎすることがあります。信仰とはなかなか定義しにくいのです〔ハイデルベルグ信仰問答書２１参照〕が、信仰の特性は忠実さにあると言っても間違いではないと思います。神に忠実であること、それが信仰のあり方です。
モーセもキリストも忠実さを明らかにされるという点で共通しています。特にその職務に関して決してなおざりにしたり、怠慢であったりすることがありませんでした。その結果、大祭司として忠実に働かれたその結果から私たちは大きな幸いを獲得できています。
ただし、ここヘブライ人への手紙では、モーセとイエス･キリストの違いが述べられています。どちらも大祭司とて忠実であったけれども、忠実であった対象が異なります。モーセの場合は、神の家の中で忠実でした。神の家の中で大祭司として忠実に働きました。それは旧約聖書が示しているとおりです。モーセはエジプトで奴隷状態になっていたイスラエルの諸部族の救出のために労苦します。エジプトの王ファラオの前で彼は危険な目にあいますが、めげることなくその働きを忠実に実行します。ついに彼はイスラエルをエジプトから導き出すことに成功します。約束の地カナンに入る前に４０年間荒れ野でイスラエルを導きました。モーセは忠実にその任務を果たしたのです。その働きによる恵みは計り知られないほどの大きな祝福でした。まさしくイスラエルにとっては救いにあずかることでありました。
しかし、それはイスラエル民族に限定されます。実際の祝福を受けたのは肉のイスラエルでした。この点で救いは限定的であったというべきです。むろんそのときに表わされた神の働きは表現できないほど偉大です。そこで奇跡が何度も行なわれ、過越に見られるような子羊による贖いも行なわれました。災いは通り過ぎて行ったのです。これほどの大きな救いのみ業がかつて行なわれたことはありませんし、イスラエルの歴史の中でも以後行なわれませんでした。けれども、ヘブライ人への手紙の作者が言わんとしているところは、大祭司イエス･キリストのほうが偉大だというのです。
キリストが忠実であったのはご自身を立てた方に忠実であった。つまり、神ご自身に忠実であった。これが大祭司モーセと大祭司キリストの違いです。神は何にもまさっておられます。その方に忠実であられたのです。神はモーセの場合のように、イスラエル民族に限定される方ではありません。ここで神は万物を造られた方であると言われています。神は万物の創造主です。その中に、むろんイスラエル民族も含まれますが、また、神は諸民族、つまり人類全体の神でもあられます。全世界の主というべきでしょう。キリストはこの方に最後まで忠実であられました。
ヘブライ人への手紙の作者は、モーセが忠実であった神の家と、その家を建築した方を比較します。家そのものは建築されたものです。神はその家を建築されました。どちらが偉大か。いうまでもなく、建築者が尊ばれるべきです。どんなに見栄えのする大邸宅であっても、それを設計し、建築に当たった者のほうが偉大です。今日では確かに設計者が重んじられるようになりましたが、多くの場合、壮大な建築物に目が奪われてしまっています。設計者、建築家が重んじられなければなりません。彼らなしの建物は存在しないからです。それと同様にイスラエル民族がいかに優れた民族であったとしても神に勝ることがありません。とすれば、モーセよりもキリストが忠実であったその対象から来る恵み、恩寵のほうがはるかに優れているということができるでしょう。
モーセの働きは決して軽く評価されてはなりません。彼は将来語られるべきはずのことを証しするために、忠実であった。神の家全体において忠実であった。しかも、仕える者として忠実であったのです。モーセは将来のこと、来るべき世について証言をする預言者として述べられています。彼はそれを成就する者ではなく、むしろ、その勤めを通して将来来るべきキリストについて証言する者です。その点で彼は全く忠実でした。その働きはユダヤ人が今も評価しています。彼が決して人後に落ちるような人物ではありません。王としても、預言者としても、無論のこと、大祭司としても忠実にイスラエルの中でその務めを果たしました。そして、同時代のイスラエルは大きな神の救済の働きを目撃し、その働きから大きな祝福を得ました。イスラエルをエジプトの奴隷状態から約束の地へ導くという働きを全うしました。
しかし、キリストはそれ以上なのです。御子として、むろんと血と肉を備えた人間である大祭司として、その役割を果たされます。ここでは、神の家を忠実に治めたとされます。治めるのはもちろん王の役割です。この大祭司は、王としての権能も手にしておられたのです。モーセは仕えるものでした。しかし、キリストは治める者でした。ここに決定的な違いがあります。
万物を創造した神に忠実であり、神が創造された世界を支配する方、この方が大祭司なのだというのです。当然、この大祭司がもたらす巨大な結果はモーセ以上であることはいうまでもありません。
だから、大祭司キリストのことを考える、言い換えると、確信と希望に満ちている誇りを持ち続けることこそ、読者に求められています。大祭司キリストのなさることが決して小さなことではありません。宇宙的な規模にまで拡大されるような幸い、祝福だと言わなければなりません。キリストが大祭司としてもたらされる救いは、宇宙的です。だから、当然、わたしという人間のなかはむろんのこと、家族肉親において、社会において、また、この自然世界においてもそうですが、大祭司キリストの働きが及ぶのだということを知らなければならないのです。
そうすることで、私たちこそが神の家だと結論します。モーセが仕えた神の家は限られた範囲のイスラエルでしたが、キリストは全世界の主である神に忠実であり、神の家を統治する王です。その家はもはや限定的ではなく、時代を超えた新しいイスラエル、キリストの教会なのです。
